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A CASE OF RENAL CELL CARCINOMA PRESENTING 
     AS SPONTANEOUS RENAL RUPTURE
Hidenori Tsuji, Kiyoshi HASHIMOTO, Yoshinari  KArrox and Masanori  IcucHi
From the Department of Urology,  Kaizuka Municipal Hospital
   A case of renal carcinoma presenting as spontaneous renal rupture is reported. A 50-year-old 
man was admitted to our hospital with the chief complaint of left lumbal pain. There was no evidence 
of recent trauma. Intravenous pyelography showed extravasation of perirenal area and space-
occupying lesion at the left upper pole of the kidney. Left perirenal hemorrhage was found on 
computed tomography (CT scan). Suspecting extracapsular hemorrhage caused by rupture of the 
renal tumor, we performed nephrectomy. Histological diagnosis was renal cell carcinoma, alveolar 
type, clear cell subtype, grade 2, INFa, pT2. The patient has been well without local recurrence or 
distant metastasis for 9 months after the operation. 
   To our knowledge, this is the 16th caseof renal cell carcinoma with spontaneous rupture, reported 
in the Japanese literature, and the 7 th case of extracapsular renal rupture. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 42: 517-520,1996) 














が増強 し,近医を受診 した.尿 潜血(+),左下腹部
痛の増強,超音波検査で左側腹部に腫瘤を認め,急性








入 院 時 検 査 所 見:血 液 一 般 検 査 で は,白 血 球
19,600/mm3,赤血 球431×104/mm3,Hb13.9
mg/dl,Ht39.7%,血小板37。8×104/mm3,血液生
化 学 検 査 で は,LDH2,367WU,CRP39,6mg/dl
と高値 を示 した,尿 潜血 は(2+)で あった.止 血機
能は正常範囲内であった.
X線 検査所 見:発 症翌 日の2月25日 のCTで は,
内部不均一な腎周囲血腫 と考 えられる像 を認め,特 に
横隔膜下への進展が著明であ ったが,明 らかな腫瘍 は
指摘で きなかった.ま た傍大動脈 リンパ節腫大 は認め
なかった(Fig.1).排泄性尿路造影では,左 腎が下方
へ圧排 され,左 腎上極 の造影が強 く,同 部 に造影剤の
血管外溢流の存在が疑われた.左 腸腰筋陰影 は消失 し
てい た.右 上 部尿路 には異常 を認 め なか った(Fig.
2).
以上 よ り左腎の腫瘍性疾患の 自然破裂に よる腎被膜
外血腫 を疑 ったが,術 前画像診断か らは確定診断がえ
られなか った.ま たこの時点で貧血は認め られず,2
日後 に手術的治療 を行 うことを決定 した.そ の後貧血
が進行 したが,輸 血等 で保存的に対処 しえた.
手術所 見:全 身麻酔下 に左腰部斜切 開で腹膜外的 に
腎 に達 した.Gerota筋膜 を開 くと腎中央か ら上極 を
中心 に多量 の凝血塊 を見 出 した,血 腫 を除去 し剥離 を
進め ると上極 に腫瘤 を認 め,こ れ を鈍 的に剥離す る と
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破裂 していた.こ の時点で腎細胞癌の 自然破裂 と診 断
し,副 腎お よび腎周囲の脂肪組織 も摘除 し根治的に腎
摘 除術 を行 った.割 面では,腫 瘤 は直径約5cmで 腎
上極 に位置 し,内 部 は凝血塊 と灰 白色で軟 らかい腫瘍
組織が混在 し,腫 瘍が 中心壊死 を起 こし自然破 裂 した
もの と推察 された.摘 出標本 は620gであった(Fig.
3).
病理組織学的所見:淡 明細胞が主 として胞巣型 をと
り増殖 する腎細胞癌であ り,G2,INFα,pT2,PVO
であった(Fig.4).
術後経過:術 後2病 日に肺水腫 を併発 したが,経 過
は良好であ り,21病日より α一インターフェロン600万
単位 ×30回を投与 した.術 後9カ 月の現在,再 発の徴
候 な く外来 にて経過観察中である.
考 察
非外傷性腎自然破裂症例のうち腎実質破裂の基礎疾
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Tablel・sixteencasesofspontaneousruptureofrenalcellcarcinomaintheJapaneseliterature
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